
核兵器のない世界の実現を強く求める決議（案） 

 

横浜市民は、第二次世界大戦中1 9 4 5年５月の横浜大空襲により多くの尊い命が犠牲にな

ったことを決して忘れず、国際平和と相互理解の推進に力を注いできた。市民が主体とな

って推進してきた世界８都市との海外姉妹都市提携もその一つの成果である。 

このような取り組みが評価され、1 9 8 7年には国際連合から、「ピースメッセンジャー都

市」の称号が授与されたことは、栄誉と感じるところであり、その後も新たな使命感のも

と、国際協力などを通じて横浜が有する知見・経験などを世界の国々と共有することに努

めてきた。 

これは、まさに2 0 1 5年９月の国連サミットで採択され、日本国として推進を表明してい

る「持続可能な開発目標2 0 3 0アジェンダ（ＳＤＧｓ）」に掲げられた「誰一人取り残さな

い」社会の実現に通じるものであり、私たちは世界の平和と安定への貢献を実践してきた

と言えよう。 

しかし、過激派組織によるテロ行為や分断をもたらす排他主義の横行など、世界は一層、

混沌としてきており、特に人類最大の脅威である核兵器に関しては、核実験やミサイル発

射実験を強行する北朝鮮の暴挙により、人間の安全保障が脅かされている状況である。 

この時をとらえ、核兵器廃絶を確かな流れとしていくために、本年３月と６月に開催さ

れる核兵器禁止条約の交渉会議に向けて、私たちの願いを訴えていくとともに、本年８月

に開催される平和首長会議総会を契機として、広島市や長崎市と連携しながら、横浜の若

い世代への平和教育をさらに推進していくことが、かけがえのない支えになると確信する。 

よって、横浜市会は、開港以来、世界の多様な文化や人々を受け入れてきた歴史と、「ピ

ースメッセンジャー都市」の称号にかけて、市民の総意として、核兵器のない世界の実現

を強く求めるものである。 

以上、決議する。 


